
庁議における審議要旨 

日時 

令和８年４月２日 午後１時３０分～午後２時００分 

場所 

庁議室 

出席者 

区長、副区長、副区長、教育長、政策企画部長、総務部長、危機管理部長、危機管理監、

区民生活部長、地域文化スポーツ部長、産業経済部長、環境清掃部長、福祉部長、健康部

長、子ども家庭部長、防災都市づくり部長、防災都市づくり監、会計管理部長、教育部長、

政策企画課長、企画担当課長、財政課長、広報・シティプロモーション課長、総務課長 

付議案件 

１ 学校施設建替えに伴う教育センター等の機能移転について 

２ 令和７年度財政援助団体の活動等の集約について 

審議の要旨 

１ 学校施設建替えに伴う教育センター等の機能移転について 

生涯学習課長、教育施設計画担当課長、指導室長から資料に基づき説明があり、 

了承。 

 （主な意見・質疑） 

  〇学校建替えに伴い生涯学習センターがその代替校舎となっており、教育センター

や荒川消防団第五分団詰所等が移転されることについて、地域に対して丁寧に説

明していく必要がある。 

 

２ 令和７年度財政援助団体の活動等の集約について 

企画担当課長から資料に基づき説明があり、了承。 

配付資料 

１ 学校施設建替えに伴う教育センター等の機能移転について 

２ 令和７年度財政援助団体の活動等の集約について 

 



（説明者　生涯学習課長・教育施設計画担当課長・指導室長）

（説明者　企画担当課長）

○ 今後の庁議日程

　４月１４日（火）　午後　　４時００分～

　４月２２日（水）　午後　　３時３０分～

庁議付議予定案件
（令和８年４月２日　午後　１時３０分～）

1 学校施設建替えに伴う教育センター等の機能移転について

2 令和７年度財政援助団体の活動等の集約について

















庁議説明資料 

８．４．２ 

政策企画部政策企画課 

地域文化スポーツ部文化交流推進課 

福祉部福祉推進課・高齢者福祉課 

 

令和７年度財政援助団体の活動等の集約について 

内 容 

１ 概要 

  区では、これまで、荒川区自治総合研究所（ＲＩＬＡＣ）・荒川区芸術文化

振興財団（ＡＣＣ）・荒川区社会福祉協議会・荒川区シルバー人材センターの

４団体について、財政援助団体調査特別委員会において、補助金の執行状況

や事業の実施内容等に関する報告を行ってきた。 

  これまでの報告を踏まえ、各団体における委員会での意見等や対応の方向

性について、総括的に報告する。 

 

２ 各団体における委員会での意見等及び対応の方向性 

（１）荒川区自治総合研究所（ＲＩＬＡＣ） 

【委員会での意見等】 

①  適切な研究テーマの選定 

② 研究や活動に関する情報発信の充実 

③ 効率的・効果的な研究体制の構築 

【対応の方向性】 

① 地域コミュニティなど区の課題に直結するような実務に役立つ研究を行 

う。 

 ② 各種調査結果の効果的な発信のほか、調査研究成果をコンテストに応募

するなど、様々な機会をとらえて活動等について発信していく。 

③ 引き続き庁内ＰＴ等において研究体制について検討していく。 

 

（２）荒川区芸術文化振興財団（ＡＣＣ） 

【委員会での意見等】 

① 区とＡＣＣの役割分担 

② 区民の芸術文化活動支援の更なる活性化 

③ 区民が質の高い芸術文化に触れることができる機会の提供 

【対応の方向性】 

① 区は芸術文化振興に取り組むための基本方針を策定し、ＡＣＣは民間団 

体としての機動力を活かすことで、質の高い芸術文化事業を実施する。 

② 芸術文化振興のための情報提供及び相談事業、そして人材育成に関する 

事業を実施する。区民の芸術文化活動を支援し、荒川区の文化力を高め 

るための講座、展示会等の事業を実施する。 

③ 区民の芸術文化の裾野を広げるため、民間等では実現不可能な低廉な価 

格設定を行う等、優れた芸術文化に親しみ文化性豊かな区民生活に資す 

る鑑賞会、講座、展示会等の事業を引き続き実施する。 

 

 

 

 



（３）荒川区社会福祉協議会 

【委員会での意見等】 

①  委託している事業等にかかる職員人件費の適正化 

②  法制度上、社会福祉協議会と区が協働することを前提とした事業が増加

する状況における、社会福祉協議会の組織のあり方についての検討 

③  新たな地域課題の解決のための区委託事業の改善及び法人独自事業との 

連携強化 

【対応の方向性】                                       

① 費用対効果を踏まえ、委託事業等を精査し、社協が本来行うべき事業に 

  特化できるか検討を開始する。 

② そのうえで、社協が本来行うべき事業については、その効果が十分に発 

揮できるような仕組みを整えていく。 

③ 法人独自事業と区が連携することで、地域の課題解決や、制度等の狭間 

となりやすい区民の支援を充実していく。 

 

（４）荒川区シルバー人材センター 

【委員会での意見等】 

① 就業の質の向上及び機会の拡大（派遣業への進出） 

② 会員数拡大と高齢化への対応 

③ 安全就業の環境整備 

【対応の方向性】 

① 「シルバー派遣事業」を展開し、会員が就労できる業務分野を広げてい 

く。 

② 会員募集専用ホームページや SNS の活用で、会員数の拡大を図る。また、 

体力や体調等を考慮した業務とのマッチングを図る。 

③ 研修等を通してより安全に就労できる環境整備に努めていく。 

  

４ その他  

  引き続き、各団体は、区の方針や重要政策の実現に向けて、区と連携、協

力しながら、民間における専門性やノウハウを活用して、より効果的・効率

的に各種事業等に取り組んでいく。 

今 後 の 

予 定 
令和８年４月１３日 財政援助団体調査特別委員会 

議会等報告 開示予定日 区報 ＨＰ 記者会見 

４月１３日 

財政援助団体 

調査特別委員会 

委員会報告後 ― ― ― 
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